
－ 20 －

名古屋大学との連携

Ⅴ．名古屋大学との連携による専門的な学び� doi: 10.18999/bulsea.63.20

第１章

名古屋大学との連携

三小田　博　昭

（１）仮説

　本校は名古屋大学のキャンパス内に位置している。そ
の利点を最大に活かし、名古屋大学の人的・物的リソー
スを活用してSSH研究開発を実践している。名古屋大学
は研究重点大学であるため、附属中学校・高等学校も中
等教育における先進的な研究開発を実践することが本校
のミッションの一つである。平成28年３月に出された、
高大接続改革システム会議の最終報告にもあるように、
高等学校教育改革・大学教育改革・大学入学者選抜改革
が今後の日本社会を担う子どもたちを育成するための伴
となる。また、大学教員から講義を直接受けることや、
学校から離れ、実際に観察・実験を体験することによ
り、生徒の興味・関心を深化させていくことができると
仮定して、名古屋大学と連携したさまざまな取組を実践
した。名古屋大学との連携は、現在３つの方法で実施し
ている。
①名古屋大学教育推進部　②名古屋大学教育学部　③附
属学校からの直接連絡。①に関しては、海外との連携事
業を行なうときに依頼をしている。②に関しては、高大
連携中津川プロジェクトの実施　その他の事業は本校が
直接、連携先との連絡調整にあたる。

（２）実践

　・中津川プロジェクト
　　　日時：平成29年８月９日（火）～８月10日（木）
　　　場所：岐阜県中津川市
　　　　　　東海地区国立大学共同中津川研修センター
　・基礎セミナー
　　　日時：名古屋大学初年次教育の学事歴による
　　　場所：名古屋大学東山キャンパス教養教育棟
　　　　　　及び、鶴舞キャンパス
　・生物臨海実習
　　　日時：平成28年７月21日（金）～７月22日（土）
　　　場所：名古屋大学大学院理学研究科附属
　　　　　　菅島臨海実験所（三重県鳥羽市菅島町）
　・附属農場講演会・見学会
　　　日時：平成28年10月28日（土）
　　　場所：名古屋大学東郷フィールド

（３）評価

○附属高校生を受け入れた名古屋大学教員の声（基礎セ
ミナー授業者）（参加高校生に対して）
・参加した生徒は、全体を通して大学生以上に活発に
発言をしたり、質問をされたりしており大変に積極
性に長けていました。

○（高校生と大学生が一緒に授業を受けることについ
て）
・高校生も参加しているという点で、医学部生は発表
に際し、真剣に取り組むなどの効果があった。

・高校生と大学生という関係ではなく、一緒に楽しん
でいたように思います。

・全体にとって、幅のある参加者がいることによって
相手への配慮や考え方の異なりへの気づきがあった
と思います。


